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　加工用トマトについて各系統及び晶種の誇特性や果実

及びその加工製晶の色彩学的差異等につき研究を重ねて

きたが，先報で発表した如く加工専用晶種の育成のため

にはただ単に牧量の増加草勢の強弱等の面だげでは新晶

種育成の目的からはずれることになる．そこで加工遭性

を充分に持った果実を育成しなげれぱならない。そのた

めには果実の成分や物理的な諾特性を明かにして行く必

要がある臼このような成分育種についての研究はわが国

には極めて少ないが，最近ソビエートにおいて固形物含

量8．5％という罐詰用トマト「オデッスキー19号」が発

表されている。これらの問題を取扱うにはいろいろ困難

な事項がある．即ち環境条件等に非常に左右され易いこ

とや，分析法が面倒な関係も困難の一つであった。しか

しながら最近ようやく加工原料トマトヘの需要が急激に

増大し，ごの晶種への認識が高まり各地において栽培や

実験が行なわれるようになり特にSM2やSan　marzano

種についての特性や果実の成分的な問題が明かにされつ

つあるが，晶種や系続がまち1まちで比較が困難である

点，また分析方法がまちまちであるため，晶種育成上の

基礎データーにすることもむつかしいと考えられるので

今回は著者の現在所有保存している系続及び晶種につい

て同一条件の下で栽培を行ない，特に固形物合量，粘度

及び果実の色素合量等の晶種間差異を明かにするととも

にイタリヤ系加エトマトが高温にあった際もなおかつ美

麗な赤色を保する性質が生食用のものより強いといわれ

ているが，この性質が果汁申に合まれている他の物質と

の相互的な作用によるものかということも将来解明して

行かなくてはならないと考え，今回は有機酸と糖類め定

性的な検出も併せ実験を行なったので，その繕果を報告

する次第である、

　なお本実験を行なうに当り御指導いただいた本学園芸

教室の局馬教授並びに色素の分析について御指導願った

本学長坂助教授，農林省食糧研究所木村技官等に対し深

く感謝の意を表す肴．有機酸及び糖類の検出については

長坂助教授が担当したものである．

　本研究の一部は，島根県農林振興対策費によって行な

ったことを付記する。

　　　　　　　皿　実験材料及び方法

　実験は／％1年8月島根農科大学で行なった．

○供試晶種及び系統

　第1表に示す専用種10種，兼用種2種，此較の目的で

生食用福寿2号，計／3系続晶種について実験を行なっ

た、　（各晶種の型については写真の如し）

○栽培概要

　3月2目温床に播種・5月9目畦幅90㎝・株間45叩と

して本圃に定植した．肥料施用量は成分3要素に換算し

て10α当りN：30Kg，P：22．5晦，K：35．7Kg．薬剤撤

布等栽培管理は慣行法に従って行ない，支柱ぽ高さ2肌

の竹支柱で合掌式とした。

○試料の採取時期

　各牧穫期別の実験は困難なので当地方で最盛期となる

時期即ち8月1日～10目の間に実施した。

○実験方法

　試料の調製及び採取

　　供試のトマト果実はでぎるだげ均一にする目的で樹

　上で良く着色したものを牧穫し1目常温において保存

　したものを各晶種別に2晦秤量し，ステンレース製小
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第1表 供試した加工専用種の系続及び晶種

分類　区　分

S　M　　1

S　M　　2

SM　　3

La皿ipadjna

Rea　Top

類　　似　　種

S　M1　1

な　　し

SM2（通称珠玉）
イタリーC1
イタリー原種

S　M　　3

A．S　M

Lampad1na－3

Lampad1na－7

Red　Top

Ro㎜a

備

農研園芸部長野農試楮梗原分場で保存分与されたSan　m．arzano種。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　写真κ1

起源は理らかでないが，自然交雑によるものではないかと考えられてい
る．いずれも同一種と考えられ，これ等は福岡農試豊前分場より各地に出
ている．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　写真κ2

米国でSan㎜arzano種として栽培されている晶種で，年代的なずれがあ

るが大体同一種であると考えられる．　　　　　　　　　　　写真κ3

南部イタリヤから蒐集したSan皿arzanoから系統分離によってL－P－3
果型の短いものとレp－7長型のものと苧育成され・現在北部イタリヤ地
方で栽培されている。　　　　　　　　　　　　　　　　写真κ5

米国で育成された無支柱用加工専用晶種でカリホノレ三ヤ州等で栽培されて

いる．　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　写真κ4

型実験用トマトバノレバーたかげ，その生パノレプからそ

れぞれの試料を取った．

全固形物含量

　諌料109を秤量管に精秤し・ごれを沸騰湯浴上に乾

固する少し前まで，すなはちパノレプに水分が濠みてい

る程度まで予備乾燥した後，105．C定温乾燥器中で約

4時間乾燥させた後秤量した．

屈折計糖度

　トマトパノレプをろ遇したろ液について3回ずつ秤量

し測定値を平均した．（20◎Cで測定するように努力し

た）

粘　　度

　オストワノレド粘度計により試料のろ液を一定径この

実験の場合附6の粘度計を使用し流下する時間をスト

ッポヅチで測定し秒数で表わし・3回ずつ測定平均偉

を求めた．

果実の色素の定量

　トマトの色調は主にカロチノイドの合量により左右

され，特にその中で1yeopeneの合量によって大き

く左右されるので，特に本実験では1ycopene及び’

Caroteseの含量につぎ定量分析を行ない，Xa砒ho－

phye1については省略した。一

1ycop㎝e及びC班otenenの定量法

　農林省食糧研究所園芸食晶部の木村進技官の指導に

より木村氏案出による定量法，即ち浴媒抽蟹した粗色

素を鹸化することなくそのまま活性アノレミナのカラチ

クロマトグラフーイーによ’りカロチン，リュピ；ソ等を分

離定量を行なった．純粋のカロチンは市販のもの，紺

粋のリコピンはトマトから抽出したものを用い計算を

行ない，生体／009中の吻g数であらわした。

　なお試料採取量については普通29であるが，実験

、の正確を期するため59精秤して定量分析を行なづ

た。

有機酸の検出

　果汁を凍結濃縮法により約弘に濃縮したものを供試

したろ紙No50を用いて一次展開を行なった．展開距離

は20㎝，展鹿剤はN－BuoH，HCooH，H20（4：1

　1）のものを用い1発色剤はB．P一．Bの0．1％アノレコ

ーノレ溶液を使用した．

糖類の検出

　供試材料は有機酸の場合と同じ凍緒濃縮したものを

用い，ろ紙は40c刎×40c刎の東洋ろ紙ao50を用いて，

二次展開を行なった展開距離は何れも20c肌，展鹿剤は

一次がphena1（0．1劣，NH40Hを10％添加）二次は

N－BuoH，AcoH，H20（4：111）を使用した。

皿　実験結果及び考察

　1％1年産トマト果実についての実験結果は第2表に示

す如くであった．第3表は1959年交配を行なったF■に

ついて1％0年ごれが両親の全固形物合量とFiの全国固．

形物含量との関係を調査した結果を示すものである。

（1）全固形含量について

　　全固形合量は加エトマトにおいては歩留りの点で重

　要な意義をもち，原料の全固形物量が／％増加すると

　濃縮物の歩留りを10～15％増大すると考えられる．第

　2表に示す全固形物合量については，専用種SM2の

　7．4％が最も優れ，次いで同系と考えられるイタリー

　Cエ，645％SlM11，La1mpadlna－3，La㎜lpad1na－7

　の6．23～6．15％で他の系統晶種よりもかなり優れてい

　る。また兼用種1号及び2号，専用種SM3，SM1，
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第2表 加エトマト系続及び晶種弾性（1％1）

区

分

専

用

兼

用

生・

　　　　　果実の特性

系続及び晶種

S　lM　／

S　lM　　2

イタリーC三

イタリー原種

S　M　　3

A．S　M

Roma

Red－Top

Lam－pad－1na　3

La皿Lpad1na　7

桔梗育　／号

〃　　2号

福　寿　2号

全固形物合量苗

6．23

7．49

6．45

5．63

5．85

5．69

5．58

5．25

6．23

6．／5

5．97

5．95

5．28

屈折計糖度

5．4

5．5

5．3

5．25一

5．d

5．2

4．8

4．6

5．0

4．8

5．3

5．3

5．0

粘　度（秒）

14．5

／8．2

／5．1

14，2

13．2

／7．4

16．3

13．3

12．2

12．3

13．2

12．4

12．1

果実の色素含量1009／η％

1yCopene

7．75

8．30

8．10

8．87

9．37

9．65

7．68

7．25

10．63

／1．20

8．50

9．85

5．70

C町oten

0．2亨0

0．621

0．628

0．725

0．412

0．3／4

0．312

0．253

0．412

0．530

0．700

0．810

口．525

第3表　加エトマト両親固形物とF1の関係（1％0）

系続晶種91錫。
系統晶種♂

1鰯一F・全固形物％

S　：M　2 7．18’ SM3 5．90 6．80

S　M　2 7．18 A．SM 5．72 6．24

イタリーCコ 6．12 Rom．a 5．74 6．30

イタリーCコ 6．12 SM3 5．90 6．25

イタリーC1 6．12 A．SM 5．72 6．49

F・全固形物％

イタリー原種，Ro皿aについては大差は認められな’

かったが生食用福寿2号の5．28％よりもいずれも優れ

ている。

　専用種Red　ToPについては福寿2号と大差なかっ

た。このように全固形物合量はそれぞれの晶種系続に

よりその含量％を裏にするが専用種及び兼用種はほと

んど一般生食用福寿2号よりも多いことは明かである

が環境や栽培法によっても異なる点もあるので，今後

各枚穫期別に数年間繰返し実験を行なう必要があると

考えられる。加工用トマトとしては牧量の点は勿論重

要であるが，一全固形物含量が充分でなげれぱならない

ので新晶種の育成にあたってはこの点を充分に考えね

ぱならない。

　次に第ろ表に示す加工専用種のFコについて考えて

見ると両親とFコの全固形物含量との関係にりいそは

極めて注目すぺき繕果が認められた．即ち母木のSM

2の全固形物含量はア．／8％，父木S￥3は5．90％，

Fコの全固形物合量（T．S）は6．80％となり，また母

木イタリーCiの（T．S）は6．12％のものと，父木の

A．SMの（T．S）5．72％，F工のT．Sは6．49％と高く

表現されている．

　これから考祭されることは交配育種を行なう場合，

父木の全固形勃は一応問題なく特に母木を選定する場一

合全固形物含量の多いものを使用することが重要であ

ると思われた．現在の系続晶種の中ではこの実験でも

明かな如くSM2のT，Sが7．49％と非常に優れてい

るので，この点については新しい晶種の育成の場合必

ず有用形質として表現されるよう努力すべぎである．

一般的に木形果実のT・Sと小さい果実のT・Sとの比

較にりいて凌，果実が小型になるにし牟がってT・S

は多いように考察された。この点についても将釆研究

する必要がある。

　糖用屈折計示度と全固形物合量との関係

　トマトのT．Sと液汁の屈折率との間には地域によ

って異なる場合もあるが，一定の関係があることはす

でに報告されている、トマト果実の簡単な晶質測定法

と；して屈折計示度1を利用する場合の参考としての厳密

な数的な一定の関係は認められなかったが，第1図に

示すようにT．Sの最高あるSM2の屈折計示度も最高

を示し5．5，Red　TopのT．S5．25に対し屈折計示度



寺田俊郎：加エトマトに関する研究 一99一

第1図　全固形物舎量と屈折書柵渚度どの圃係

全圃形鵬量

ノ

雇祈計総虐示度

％

種晶＄舳章舳馴脂A1㈹鮒1醐・嫌脇鰯

も最底の4．6を示しているので一般的にT．Sの多い

晶種は屈折計示度も多いことは明かで簡単なる晶質測

定として用いることも考えられる。

　粘度にづいて．

　第2表の示寺如く専用種SM2の18．2が最高で，次

いでA．SM17．4，Roma，イタリーCコSM，イタリ

ー原種の順となっているが，いずれも生食用福寿2号

よりも粘度についてもやや高い傾向が認められたが，

桔梗育2号，L－P－3，L－P一ア等については生食用

福寿2号と大差は認められなかった．これも環境要素

等にも関係することが大であるので数年間経続的に繰

返し実験を行なう必要があると考えられた。またベク

チン物質との関係も実験すぺき・であると思われた．

　果実の色素合量について

　トマト果実の色素はCarotene　Iycopene　Xanth〇二

phye1のプヲスチッド色素即ち水に不溶性の色素類が

中心であるがかその中でもトマトに赤色をあたえるの

はIycopeneであり，ソリードパック以外のトマト加

工晶についてはトマトをパノレプに、した時の色調が問題

でありこの際IycoPeneの合量が最も重要であると考

えられる．

　／．IycoPene合量

　第／表に示す如くIycopene合量ではLampad1na－3

の112椛脇，LamPad1na－71063解％と非常に高い

含有量を示しSM3，A．SMと9．37～9．65抑脇兼用

種桔梗育！号・2号ともに8・50・9・85πg彩と専用種同

様優れた合有量を宗しているが専用種SM2及び同系

と見られるイタリーCコ，イタリー原種ともに8．30，

8．10，8．87椛脇と専用種としては好ましい合有量を示

した．SM／，Roma　Red　ToPはやや少なくそれぞ

れア．ア5，7．68，7．25秘脇であったが，’いずれも生食用

福寿2号の5．70刎9％よりはるかに合有量は多かった。

第2図に示すごとく8刎脇以上が一応加エトマトとし

ては好ましいとされていることを示すものである、

第2図平卦締琶鱒
、郷労

ぶ榊

鳥晦

仲叫

側鷹瞳

芯晦

郷κ

約肋

尿τ

ム膚

平7

糠細

権鱒弩

腐寿場

　2．Carotene合量

　色調の点から考えるとIycopeneの赤色を与える色

素と異なり黄色部分でもありIトマトの花落ち部や茎に

近い方あるいは果肉部の心室部に近い付近に多く合ま

れている。このように多く含まれている一部分はあまり

色調はよくないと考えられている。Carotene合量は

第2秦に示す通りであづたが，桔槌育1号0．8仰％ラ

桔梗育2号0．ア肌脇，イタ）一Cマ0725πg％，S血

26．2刎卿・イタリーCi6．28・L－P－35．3・福寿2号

0，525肌脇と含有量は多いが，SM2，SM3，A．SM，

Ro血u，Tentop，L－Pr30，412～0．25の範囲であり，

系統及び晶種間に一定の傾向は認められなかった．

色調の点からすれはCarotene含有の量はIycoPeneと

逆に少ない方が良いと考えられるが，これもIycopene

の量とCarotenenの量との比率があり，Iycopenenの

量の多少と，Carotenen量の多少では色彩学的な表現

がそれぞれ異なってくるのではないかと考えられる

が，これも今後さらに研究を重ねて行く必要があ、ると

考えられる．

樟類の検出

　いずれの晶種系続も全く同様でg1ucoseとf1㏄tose

の二つを検出したのみで晶種間の定性的間差は認めら

れなかった。
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　有機酸の検出

　Rf＝0．46～0．48で示される，ma1ic　acidと0．37～

0．40で示される，Citrie　acidの二つは何れの晶種か

らも検出された．その他不明の痕跡程度のSpotを認

め’たものがあったが充分識別することはでぎなかっ

た．

　　　　　　　耳　結　　　　論

　早上加エトマトの系統及び晶種間の／2－13の果実の晶

種の差異についての実験緕果を報告し，それぞれについ

て考察を行なってきたが，緒言でも明かにしたようにト

マト果実は栽培条件を含め牟いろヒ・ろな複雑な環境要素

例えば温度先線，土壊，肥料等の及ぼす影響は大きいと

考えられるが，これら加エトマト10系統及び晶種につい

てのそれぞれの晶種及び系続内の差異については明かと

なったgでこの数値を一応の規準と←て新しい晶種の育

成基礎とし，環境要素等の条件が入って極めて困難だと

考えられるが固型分合量が色素等の晶種系続内の遺伝関

係等を明かにして行くべきであると考えられる．こあ土

うな実験は1年のみでは，はっきりしたことは推定しか

ねるので今後も根気よく実験をくりかえすとともに年／

回でなく牧穫初期，中期，後期と3回位いは少たくとも

実施して行く必要があると考えられるのでさらに今後も

この面での研究を進め七行くつもりである．

　　　　　　　V　摘　　　　　要

　1．加工用晶種育成あ基礎的実験として専用種S￥／，

SM2，イタリーCコ，・イタリー原種，SM3，A．SM，

Roma　Red－Top，Lampad．ma－3，La皿pad11na－7，

兼用種桔梗育／号及び2号，比較の目的で生食用種福寿

2号等の系続及び晶種の果実の2～3の成分，特性，色

乗等の含有量等についての調査実験を行なった．供試晶

については完熟期のものを採取し，いずれも小型実験用

トマトパノレパーにかげた後生パノレプについて試験を行な

った、

　2　全固型物含量について

　専用種SM2の7．49％で最も優れ，同系同種と考えら

れるイタリーCコの643％，次いでSM1，Lampadma

－3，Lampadma－7の023～615％，SM3，A　SM，

Romaについては兼用種，桔梗育1号及び2号と大差な

く・いずれも生食用福寿2号の5．25％より高い．が，

Red　Topは福寿2号と大差なかった．

　3　Fコの全固型物合量との関係

　／％0年の交配の結果から母親の全固型物含量の多いほ

どFコの全固型物含量に強く表現される傾向が認められ

た亀

第10号　A　（1％2）

　4．屈折計糖度と全固形物含量

　SM2の最高固形物合量に対する屈折計糖度は5．5％を

示しRed　Topの最少固形物含量については4．6％となり

厳密ではないが一定の関係が認められた．

　5．粘　　度

　SM2の／8．2秒を示し次いでA．SM，Roma，イタリ

ーCコSM／，イタリー原種等で，一般的に固形物合量

の多いほど粘度も多い傾向が認められた。

　6．有機酸，糖類の検出

　各晶種間に差異はなく有機酸としてクェン酸及びりん

ご酸を糖類としてはグノレコースとフラクトスを何れの

晶種からも検出した。

　ア．色素について

　Iycopne合量はレP一アの／1．20刎脇，L－P－310．63

％で最も優れ，兼用種桔梗育2号の9．85秘脇1号の8．50

朋脇と次ぎ専用種A．SM，SM3，SM2，イタリー
gコの順で9．65～8．10π脇でいずれも8肌g％以上を示L

たが，SM／，Roma，Red　Topにりいてはア75～725

刎9％を示しているが，いずれも福寿2号よりもIycopne

合量は優れていた．

　Carctene合量については桔梗育2号の0．81π脇で最

高を示したが生食用福寿2号と比較して各系続晶種間に

一定の傾向は認められなかった。
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Summary 

This paper deals with the results of preliminary exporiments on tomato breediug for the 

purpose of obtaining excellent varieties for manufacturing industry. And, the properties and 

constituents of tomatoes such as total solid components, viscosity of juice, organic acid, 

sugars and pigments 

The following varieties were used in these experiments. SM I , SM 2 , SM 5 , ASM, Italian 

Cl, Italian original variety, Roma, Red Top, Lampadiha- 5 , Lampadina- 7 . Kikyogahara- I , 

Kikyogahara- 2 and Fukuju- 2 . 

SM 2 showed the highest total solid content (7 .4~) and Italian Cl followed this (From 

morphological studies these two strains were recognized as the same ones). The lowest 

contents were observed in both varieties "Red Top" and "Fukuju- 2 ". And the others 

showed their content of 6 ~ in average. The reading of refractometer also showed the 

highest value in the strain SM 2 (5 .5~), and the lowest value was obtained in "Red Top" 

(4.6~)･ The highest value of the viscosity of juice was also given in SM 2 

By means of paperchromatography, some kinds of organic acids and sugars were detected 

in all varieties of tomatoes used in these experiments. And then, citric and malic acids 

were detected as organic acids, and gluccse and fructose were recognized as sugars, respec~ 

tively. 

11'he highest lycopene content was recogmzed m "Lp 7 " (11 2 mg~~) and "Lp- ~ " follow6d 

this (10.6~ mg). Fukuju- 2 showed the lowest content. And the others were remained 

their content in 7 10 mg~ in average. On the carotene content, no definite difference 

was observed among these varieties 
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